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〔論文〕

アロマテラピーに関する研究第一報

`慣用精油1o種類の成分と作用に関する知見

桃 群

蒸留，圧搾，または溶剤抽出によって製造さ

れる．香水だけでなく，化粧品，薬剤，家庭

用クリーニング用品および食品などに使用さ

れており，貴重な物質である．

一般に精油は植物の特殊な分泌腺で合成さ

れ，その近くの油胞に蓄えられている．精油

は植物にとって様々な有用な作用をもってい

る．例えば，精油の香りの誘因効果により昆

虫や鳥に花粉を運ばせたり，種子の運搬を託

している．また，精油の苦みなどの忌避効果

によって害虫やカビなどの有害な菌から植物

を守ることもある．他の植物の発芽や成長を

抑える働きのある精油もある．

精油は植物が作り出した二次代謝産物であ

り，天然の化学物質である有機化合物が数十

から数百種の混合物である．植物から抽出さ

れた精油は，その植物ごとにそれぞれ独自の

成分が含まれていて，ひとつひとつの成分が

違う働きをもっている．これらの有機化合物

は，おおむね2種類あり．ひとつは炭素と水

素で構成されている炭化水素，もうひとつは

酸素を含む炭化水素である．その構造や働き

により，いくつかのグループに分類され，ア

ルコール類，アルデヒド類，ケトン類，エス

テル類，フェノール類などの炭化水素類であ
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アロマテラピーという言葉は，フランスの

化学者ルネ・モーリス・ガットフォセよる造

語で，1928年彼の著書『芳香療法」におい

てアロマテラピーという概念と言葉が初めて

使われている．

アロマテラピーは植物療法の一つで，それ

らの治癒作用は精油の芳香化合物およびほか

の植物抽出物によるものだとされている．ア

ロマテラピーは植物から取り出した精油が使

われるが各種の精油には薬効があり，病気の

予防のため，心身の健康を維持するため，古

代から民間療法に用いられ，今日まで広く利

用されている．日本の生理学者鳥居')は随伴

性陰性変動（CNV波）とよばれる特殊な脳

波を用いて，香りの刺激作用や鎮静作用を研

究した．このときに使われた香りは，ラベン

ダーやレモンである．におい物質は，嗅覚と

いう感覚系の反応がもとになって生理的効果

が現われるのではないかと言われている．

精油は植物から抽出された揮発`性芳香化合

物を含有する濃縮された液体である．水蒸気
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を目的に，‘慣用10種類精油を用いて，それ

らの化学組成を調べ，Adams2)の最新のデー

タベースを用いて同定を行った結果，多数の

化合物を確認した．これらの結果は文献値と

よく一致した．以下，これらの実験方法及び

実験結果を報告すると共に確認された精油成

分の作用特性について若干の考察も行ったの

で併せて報告する．

る．どのグループの成分がどの程度含まれて

いるかが，その精油の香りや働きに影響を与

える．精油に含まれるほとんどの化合物はモ

ノテルペン，セスキテルペン，ジテルペンと

いうテルペン系化合物である．

精油成分として存在するテルペノイドとし

ては極性の低いモノテルペンやセスキテルペ

ンが主である．たとえば，オレンジ油の主成

分はリモネンであり，いわゆる柑橘類の芳香

成分である．リモネンは製剤用賦香料，食品

賦香料，化粧品賦香料など広く利用される．

柑橘類の果皮を圧搾して得られる油分にはリ

モネンが約90％含まれる．リモネンは鎮静，

殺菌，解毒等の作用によりアロマテラピーに

広く利用されている．そのほか，ハッカ油に

30～40％含まれるメントールは，芳香性健

胃駆風，局所刺激の薬としてアロマテラピ

ーに利用される外，香料として広く利用され

ているが，近年では化学合成品が主流となり

つつある．アカマツなどマツ科の松脂を水蒸

気蒸留して得られるのがテレビン油である

が，主成分はα-ピネンを始めとするモノテ

ルペン炭化水素である．α-ピネンは針葉樹

から発散する森林浴の主成分であり，アロマ

テラピーにも広く利用されている成分であ

る．テレビン油は皮膚刺激の薬として外用す

るほか，塗料の溶剤として広く用いられる．

ユーカリ油の主成分である1,8シネオールや

α-ピネンは，消炎，清涼，防腐用に用いら

れるほか，ペパーミントと共に花粉症に効果

が期待されている．イネ科レモングラスには

シトラールという鎖状モノテルペンが多量に

含まれ，抗うつ病に対する効果が期待される

外，香料としても用いられている．

本研究は，アロマテラピーに応用すること

2．実験材料および実験方法

i）実験材料

精油Ｃ即angz2odOmm，α伽Mimon，

ａｍＪｓｓＪｎｅｎｓｊＳ，EzJcaDZprzJsg/ｏｂａ/zJS， 

ノロロノｐｅｒｕｓｃｏｍｚ刀zJn／s，Ｌａｖａｎｃ/zJ/ａ

･ﾉﾂTbinaliS，ｊ兆七上zJcaa/ZごｍﾉﾊﾞｺZj2ZManZtha

Piper/ra，Ｐｅ/argon/αz刀ｇｒａｖｅｏＪｅｎｓ，

Ｒａ目ma血zzs伽cmaZisは株式会社生活の木

の市販品を供試した．

ii）標準試料および試薬

（Z)-3-hexen-l-olは和光純薬工業株式会社

より，d-limonene,（±)-1inaloo1,は片山化学

工業株式会社より，geraniolは関東化学株式

会社より，β-caryophylleneは東京化成工業

株式会社より，n-pentaneはシグマアルドル

ッチジャパン株式会社の市販品を使用した．

iii）ガスクロマトグラフィー質量分析

（GC-MS） 

それぞれの精油をJz-pentaneに溶解し，

100ppmの濃度にしてGC-MSで測定した．
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iv）GC-MSの測定条件

3．実験結果
ＧＣ：ＡｇｉｌｅｎｔＴｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ６８９０Ｎ 

ＮｅｔｗｏｒｋＧＣＳｙｓｔｅｍ 

ＭＳ：ＪＭＳ－ＧＣｍａｔｅｍＢＧＣ－ＭＳＳＹＳＴＥＭ 

カラム：』＆WScientihcHP-5，長さ30ｍ，

内径0.32ｍｍ，液相の厚さO25Um

昇温条件：６０℃１分保持；６０℃→180℃

（1分当たり３℃上昇）

180℃１０分保持

キャリアガス流速：ＬＯｍｌ/ｍｉｎ

インジエクシヨン温度：225℃

スブリツトレス導入：６０ｓ

測定範囲:ｍ/z30～350

スキャン速度：１s/scan

設定分解能：５００

キャリアガス：超高純度ヘリウム

イオン化法：Ｅｌ（７０ｅＶ）

実験結果はFig.1～Fig.10およびTable」～

Table・10に示した通りである．以下で10種類

の精油について詳細に検討した結果を示した．

検討した精油は次の10種類である．

ｉ）イランイランａｎａｎ“ｏｄｂｍｍ

ｎ）レモンαZ7zLs1imOn

iii）スイトーオレンジCymLSSinensIs

iv）ユーカリEzJ“Zyp伽ｇ/bbu/ＺＪｓ

ｖ）ジューニパノUmipemscommzmjs

vi）ラベンダーLav1andZzLa伽cma応

vii）ティートゥリーノV巴Za/ｅｕｃｚ２ａ/ZUmjYMa

viii）ペパーミント』んnthapZpemia

ix）ゼラニウム〃LaIgmmz刀gnavBo/巳ｎｓ

ｘ）ローズマリーRosma伽ｚＪｓｏﾉﾂﾗcmaZis
ｖ)標準試料を用いた保持時間の補正方法

本研究におけるGC-MS測定の結果と同定

に用いたデータベースでは，用いたキャピラ

リーカラムの違いなどにより保持時間が異な

っていたため，保持時間の補正を行った．補

正には(Z)-3-hexen-1-ol,d-limonene，１inalooL

geraniol,β-caryophlleneを標準試料として

用いた．標準試料の1OUgmDln-pentane溶

液をそれぞれに溶解し，１０ppmの濃度にして

GC-MSによって上記の条件で検出を行った．

標準試料の実測保持時間に対してデータベ

ース上の保持時間をプロットして，Microsoft

Excel2007の多項式近似による回帰曲線を

作成した．この回帰曲線を用いて試料中のピ

ークの保持時間を補正して，データベース上

の保持時間との比較を行った．
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(11)，γ‐cadinene(12)であり，セスキテルペ

ンアルコールはcubenol(13)が検出された．

また，フェノールはp-methyl-anisole(1)，

エステル類はbenzylacetate(3)，geranylacetate

(6)，（Ｅ)-nerolidylacetate(１４)，benzyl 

benzoate(15)，（2ＺａＥ)‐farnesylacetate(16)， 

benzylsalicylate(17)が検出された．

Fig.1は精油イランイランCHnang己odDI1am

のGC-MSのクロマトグラムを示した．この

結果よりモノテルペンアルコールとして

linalool(2)，geraniol(4)，セスキテルペン類

はa-ylangere(5)，β-caryophyllene(7)，a

-humulene(8)，Z7zms-cadina-1,4-diene(9)， 

amorpha-4,7-diene(10)，（ＥＥ)‐a-farnesene 

､塾ＱＵＴｍ必mDQ3J懇⑥ＬＧ超nha錘

晦met:ｃｃ

⑬⑪ 

２ｎ＄ －》１１》１１‐榊‐１１「》１１剛Ｉ「
ご
■
４
■
■
■
。
■

⑦
》

21.13 

二Uiml-I
＄＆g7 

-f1Ll 

⑬
》

」
⑰ 

３９．３７ 

１－－．－－－－－ ｣（ 
，酬飼884

－１.~…~v－．丁.､－．１－．．Ｔ……r・~…Ｔ－－Ｔ－｢￣〒￣￣ｎ－Ｔ－~T￣〒￣Ｔ－Ｔ－~T－．－丁

Ｓｃaｎ２８０４CＯ６００８００，CDQ120⑥１４００１６０，１８，９ｚＯＣＯ２２０， 
１０’’１１ドｕ’’１)’０ＩＩ１０１１１ｊｌ１ｌＩ００’１Ｗ’’’’’’１’いＩ１ＩｌＩ１昨Ｍ１’１００’’’’’’’’'’１ｏｌ１１ＩｌＩ１ｉＯＩＩ１１ｉｔｌｏＯ’１’’１帖

蝋､．８１０１６麺２５”麹４０輯

Fig.１.精油イランイラン由ﾉﾇa'１８白ＣＯＤ/z,頑のGC-MSクロマトグラム
〔p-methyI-anisole(1),Iinalool(2),benzyIacetate(3),geranioI(4)，q-ylangere(5),geranyIacetate(6)，
β-caryophyIlene(7),q-humulene(8Ｍｚ３"s-cadina-1,4-diene(9),amorpha-4,7-diene(10),(ＥＥ)-q-farnesene 

(11),y-cadinene(12),cubenol(13),(E)-neroIidyIacetate(14),benzyIbenzoate(15),(2Z;6E)-farnesylacetate 

(16),andbenzylsalicyIate(17).〕
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Ｔａｂｌｅｌは精油イランイランananga

odmaZZ2含まれる主な化合物についてまとめ

て示した．この結果より主成分は(ＥＥ)-ａ

－ｆａｒｎｅｓｅｎｅ２１､６２％，ａｍｏｒｐｈａ-4,7-ｄｉｅｎｅ 

２１､55％，β-caryophyllenelL73％，linalool 

９．３９％，ｂｅｎｚｙｌｂｅｎｚｏａｔｅ６､５３％，geranyl 

acetate627％であった．また，p-methyl-

ａｎｉｓｏｌｅ３､４５％，γ‐ｃａｄｉｎｅｎｅ３､１３％，ａ 

－ｈｕｍｕｌｅｎｅ２､５９％，ｂｅｎｚｙｌａｃｅｔａｔｅ２､３６％， 

(2Z;ａＥ)-farnesylacetate2､35％，a-ylangere 

l､９８％，ｇｅｒａｎｉｏｌｌ､８１％，ｃｕｂｅｎｏｌ１．７２％， 

Ｚ７ｚｍｓ－ｃａｄｉｎａ－１，４－ｄｉｅｎｅｌ､４２％，benzyl 

salicylate1.11％および(E)-nerolidylacetate

0.60％が検出された．

Table１．精油イランイランα"α"gMJo伽MUzの成分

〃methyl-anisole(1)

linalool(2) 

benzylacetate(3) 

geraniol(4) 

a-ylangere(5) 

geranylacetate(6) 

β‐caryophyllene(7) 

a-humulene(8) 

mms-cadina-1,4-diene(9) 

amorpha-47-diene(10） 

(E,Ｅ)‐a-farnesene(11） 

γ-cadinene(12） 

cubenol(13） 

(E)-nerolidylacetate(14） 

benzylbenzoate(15） 

(Zz6E)-famesylacetate(16） 

６．８８ 

9.62 

12.03 

15.72 

20.88 

21.13 

22.65 

24.10 

24.95 

25.17 

26.30 

26.72 

31.87 

34.24 

35.87 

３８４２ 

8.31 

11.32 

13.96 

17.96 

23.46 

23.72 

2532 

26.84 

19.70 

27.73 

29.13 

29.55 

34.84 

37.23 

38.87 

41.40 

8.34 

11.32 

13.96 

1795 

23.43 

23.70 

25.36 

26.82 

19.62 

27.77 

29.03 

29.35 

34.6３ 

３７３５ 

３８．９０ 

41.16 

３．４５ 

９．３９ 

２．３６ 

１．８１ 

１．９８ 

６．２７ 

１１．７３ 

２．５９ 

１．４２ 

21.55 

21.62 

３．１３ 

１７２ 

０．６０ 

６．５３ 

２３５ 

benzylsalicylate(17） 39.8742.3342.68 1．１１ 

Table､１.精油イランイランCﾋﾞﾖﾉﾇa′1ｇｚ７ｏｏｂ/をｦ陶のＧＣ－ＭＳによる主要成分の
含有率（％）＝（化合物のピーク面積）／（化合物のピーク総面積）×100
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セスキテルペン類はa-ylangene(7)，a

-trans-bergamotene(9)，β-bisabolene（10） 

が検出された.また,ケトンはcarvotanacetone

(6),およびエステルはgeranylacetate(8)が

検出された．

Fig.2は精油レモンC/Z7zJMimonのＧＣ－ＭＳ

クロマトグラムを示した.この結果よりモノテ

ルペン炭化水素類はa-thujene(1)，sabinene

(2)，１imonene(3)，γ-terpinene(4)，モノテ

ルペンアルコールはγ‐terpinenol(5)であり，

Fig.２.レモンC7i>zjs伽oﾉﾌﾞのＧＣ－ＭＳクロマトグラム
〔Cl-thujene(1),sabinene(2),Iimonene(3)，y-terpinene(4)，y-terpinenoI(5),ＣａⅣotanacetone(6)，q
-yIangene(7),geranylacetate(8),q-trans-bergamotene(9),ａｎｄβ-bisaboIene(10).〕

3６ 
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Ｔａｂｌｅ２は精油レモンC/ｍＪｓｌＺｍｏｎ含まれ

る主な化合物についてまとめて示した．この

結果より主成分はlimonene69､50%，sabinene

16.95％，γ-terpinene8,76％であった．また

β-bisabolenel､16％，a-thujene1.00％，ａ 

－ｔｒａｎｓ－ｂｅｒｇａｍｏｔｅｎｅＯ､６９％，ａ－ｙｌａｎｇｅｎｅ 

Ｏ､63％，geranylacetateO､59％，carvotanacetone 

O､40％，γ-terpinenolO､13％を検出された．

Table2．精油レモンαZr"s伽o"の成分

Rt(min）補正Rt(皿､)文献Rt(min）含有率(%）化合物

ＭｉＵｅ"ｅ(1) 

sabinene(2) 

limonene(3) 

γ‐telpinene(4) 

汁terpinenol(5)

carvotanacetone(6) 

a-ylangene(7) 

geranylacetate(8) 

a-trans-bergamotene(9) 

４．５８ 

５．６８ 

７．１７ 

8.12 

13.35 

15.15 

20.28 

21.13 

23.28 

５．７３ 

７．０２ 

８．７５ 

9.85 

15.70 

17.66 

23.05 

23.92 

26.08 

５．６２ 

６．９１ 

８．６９ 

9.78 

15.73 

17.72 

23.43 

33.70 

25.99 

100 

16.95 

69.50 

８．７６ 

０．１３ 

０．４０ 

０．６３ 

０．５９ 

０．６９ 

“bisabolene(10） 26.3329.08 29.04 1.16 

TabIe､２精油レモンC7l7z心伽o"のGC-MSによる主要成分の

含有率（％）＝（化合物のピーク面積）／（化合物のピーク総面積）×100
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Fig.3はスイトーオレンジC/mLssmezﾌsjsの

物GC-MSクロマトグラムを示した．この結

果よりモノテルペン炭化水素類はa-pinene

(1)，β_pinene(2),limonene(3)およびモノテ

ルペンアルコールとしてはlinalool(4)が検出

された．

Imhpmmem:ｍＺＯＬＧＣＴＱｍｎ 

ＵＤＤ瞳?ｃｃ
③ 

７．１７ 

ﾛ⑨PnImtU⑪n匹型e8EI＋

弓

密

１ 
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Ｆi9.3.スイトーオレンジC7i7ZASsﾉｸﾌeﾉﾇSﾉ３のＧＣ－ＭＳクロマトグラム

〔q-pinene(1),β-pinene(2),Iimonene(3),andlinalooI(4).〕

Ｔａｂｌｅ３は精油スイトーオレンジC/mJs

smezns含まれる主な化合物についてまとめ

て示した．この結果より主成分はlimonene

97.97％であり，β-pineneO､96％，a-pinene

O､54%，linaloolO､54％を検出された．

Table3．精油スイトーオレンジCYZ'wssi"e"伽の成分
化合物 Rt(min）補正Rt(min)文献Rt(min）含有率(死

a-pmene(1) 

β-pinene(2) 

limonene(3) 

linalool(4) 

4.62 

5.95 

7.17 

9.62 

５．７８ 

７３４ 

8.75 

11.55 

５．５８ 

７．０４ 

8.69 

11.32 

０．５４ 

０．９６ 

９７９７ 

０．５４ 

Table､３.精油スイトーオレンジC7imsS"7e"S/SのGC-MSによる主要成分の
含有率（％）＝（化合物のピーク面積）／（化合物のピーク総面積）×100
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アロマテラピーに関する研究第一報慣用精油10種類の成分と作用に関する知見

Fig.4はユーカリEZJcz2かPrZJSg/bb【J/ｕｓの

GC-MSクロマトグラムを示した．この結果

よりモノテルペン炭化水素類はa-pinene

(1)，γ-terpinene(3)，モノテルペンアルコ

－ル類はterpinen-4-ol(4)，γ-terpinenol（５）

が検出された．また，オキシドは1,8-cineole

(2)が検出された．

Ⅱ亜qFmTD麺t８ＪＥＯＬＧＣｍｍｔｅ
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Fig.４.ユーカリEPcﾋﾞﾖﾙﾘo伽g7bbMJsのＧＣ－ＭＳクロマトグラム
〔o-pinene(1),1,8-cineoIe(2),y-terpinene(3),terpinen-4-oI(4),andy-terpinenoI(5).〕

Ｔａｂｌｅ４は精油ユーカリＥｕ“んｍＪｓ

ｇﾉbbmzJs含まれる主な化合物についてまとめ

て示した．この結果より主成分は1,8-cineole

96.7％であり，他にγ-terpinenol1.82％，a

-pineneO､73％，terpinen-4-olO､51％および

γ-terpineno1021％を検出された．

Table4．精油ユーカリＥ"cablP伽glDMDJsの成分

Rt(min）補正Rt(min)文献Rt(min）含有率(％化合物

４６２ 

７．２８ 

8.13 

12.75 

a-pinene(1) 

1,8-cineole（２） 

ルterpinene(3)

telpinen-4-ol(4) 

５．７８ 

８．８８ 

9.86 

15.04 

５．８５ 

８．７６ 

9.78 

14.66 

0.73 

96.7 

0.21 

0.51 

13.35１５．７０ oinenol(5) Ｌ 

1５．７３ 1.82 汁tｅ

Table､４.精油ユーカリEpcヨノ(しmAsgｿbbL山sのＧＣ－ＭＳによる主要成分の
含有率（％）＝（化合物のピーク面積）／（化合物のピーク総面積）×100

3９ 
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(6)，セスキテルペン類はβ-1ongipinene(8)，

β-caryophyllene(9)，a-humulene（10)， 

γ‐cadinene(11)が検出された．また，フェノ

ールは2-methoxyethyl-benzene(5)およびエ

ステルはisobornylacetate(7)が検出された．

Fig.5はジユーニパ./Umipemscommzmisの

GC-MSクロマトグラムを示した．この結果

よりモノテルペン炭化水素類はa-pinene

(1)，sabinene(2)，β‐pinene(3)，１imonene 

(4)，モノテルペンアルコールはterpinen-4-ol

lilJI 
`…Ｉ 

IonizadicnmOde:ＥＩ＋ 

JIo 

Iiiiム
の
私

⑨》

割
Fig.５.ジユーニノＭ"ﾌﾞｲ､e'zAscDm"７４"ﾌﾉむのＧＣ－ＭＳクロマトグラム
〔q-pinene(1),sabinene(2)，β-pinene(3),limonene(4),２－methoxyethyl-benzene(5),terpinen-4-ol(6)，
isobornyIacetate(7),β-Iongipinene(8),β-caryophyllene(9),q-humulene(10),andy-cadinene(11).〕

4０ 



アロマテラピーに関する研究第一報慣用精油10種類の成分と作用に関する知見

Ｔａｂｌｅ５は精油ジユーニパ.ﾉZzmipems

commumS含まれる主な化合物についてまと

めて示した．この結果より主成分はa-pinene

６２．７６％，ｌｉｍｏｎｅｎｅ９､９８％，ｉｓｏｂｏｒｎｙｌ 

ａｃｅｔａｔｅ７,94%，β-pinene5､62％であり，他

にβ‐ｃａｒｙｏｐｈｙｌｌｅｎｅ４,１７％，ｓａｂｉｎｅｎｅ

３､５７％，ｔｅｒｐｉｎｅｎ－４－ｏ１２．０９％，ａ－ｈｕｍｕｌｅｎｅ 

1.16％，２－methoxyethyl-benzeneO,90％，β 

‐longipineneO､90％およびγ-cadineneO､86％

が検出された．

lｈＩｅ５－、 ,ＥｒＺｇｂｒｆ 

叉献Ⅱ

a-pinene(1) 

sabinene(2) 

β-pinene(3) 

limonene(4) 

2-methoxyethyl-benzene(5) 

terpinen-4-ol(6) 

isobomylacetate(7) 

β‐longipinene(8) 

β-caryophyllene（９） 

OU-humulene(10） 

)ﾉｰcadinene(11） 

４６２ 

５．７０ 

５．９５ 

７．１８ 

9.10 

12.75 

17.10 

22.18 

22.65 

24.10 

26.68 

５．７５ 

６．９９ 

７．２７ 

8.63 

10.75 

1475 

19.44 

2483 

25.32 

26.84 

29.52 

５．８５ 

７．０４ 

７．４３ 

8.69 

10.76 

14.66 

19.48 

24.64 

25.36 

26.82 

2935 

62.76 

３．５７ 

５．６２ 

９．９８ 

０．９０ 

２．０９ 

７．９４ 

０９０ 

４．１７ 

１．１６ 

０．８６ 

Table､5.精油ジユーニノＭ"MOelzAscDﾉm7zJn/３のGC-MSによる主要成分の
含有率（％）＝（化合物のピーク面積）／（化合物のピーク総面積）×100

４１ 
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4-Cl(5)，dihydrocarreol(6)，geraniol(7)で

あり，セスキテルペン類はβ-caryophyllene

(11),(E)-β-farnesene(12)が検出された.また，

エステル類はisobornylacetate(8)，terpinyl

acetate(9),geranylacetate(10)が検出された．

Fig.6はラベンダーＬａｖｚｍｄａＬａｏ繭cina比

のGC-MSクロマトグラムを示した．この結

果よりモノテルペン炭化水素類はmyrcene

(1)，（Z)-β-ocimene(2)，モノテルペンアルコ

ール類はlinalool(3)，borneol(4)，terpinen-

Ingtmm⑧ubt:ＪＥＯＬＧＣｍａｔｅ 

Ｉｎ１ｅｔ２ＧＣ HmBimdi⑪mmode8EI＋ 
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Fig.６.ラベンダーLavanduIaofficinalisのＧＣ－ＭＳクロマトグラム
〔myrcene(1),(Z)-β-ocimene(2),linalool(3),bomeol(4),terpinen-4-ol(5),dihydrocarreol(6),geranioI(7)，
isobornylacetate(8),terpinylacetate(9),geranyIacetate(10)，β-caryophyIlene(11),ａｎｄ(E)-β-farnesene 
O2).〕

４２ 



アロマテラピーに関する研究第一報慣用精油10種類の成分と作用に関する知見

Ｔａｂｌｅ６は精油ラベンダーＬａｖＺｍＱＭａ

耐cma比含まれる主な化合物についてまと

めて示した．この結果より主成分はgeranio1

25.04%，linalool24､94％，（E)-β-farnesene 

l1.18％，β-caryophyllenelO､66％，geranyl 

acetatelO､14％，terpinylacetate9､63％であ

り，他にmyrcene2､23％，isobornylacetate

l､92％，（Z)-β-ocimeneL63％，terpinen-4-

ol1.03％,dihydrocarreolO､99％およびborneol

062％を検出された．

ｎｈｌｅ６－廉青狂

myrcene(1) 

(ZM-ocimene(2) 

linalool(3) 

bomeol(4) 

telpinen-4-ol(5) 

dihydrocarreol(6) 

geraniol(7) 

isobornylacetate(8) 

terpinylacetate(9) 

geranylacetate(10） 

β‐caryophyllene(11） 

６．０５ 

７．３７ 

9.62 

12.40 

12.75 

13.40 

15.73 

17.15 

20.40 

2113 

22.65 

７．３８ 

8.84 

1132 

1437 

14.75 

15.45 

17.97 

19.49 

22.95 

23.72 

25.32 

７．０４ 

８．９６ 

11.32 

1429 

14.66 

15.45 

17.95 

19.32 

22.75 

23.70 

25.36 

３
３
４
２
３
９
４
２
３
４
６
 

２
６
９
６
０
９
０
９
６
１
６
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 

２
１
４
０
１
０
５
１
９
０
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２
 

２
 

１
１
 

4１８ 6-9 5-9 

Table､6.精油ラベンダーLa旧ﾉﾌﾞＣＭ？αｸﾞｹﾞb"７日脆のGC-MSによる主要成分の
含有率（％）＝（化合物のピーク面積）／（化合物のピーク総面積）×100

４３ 
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carveol(6)セスキテルペン類はa-ylangene

(8)．aromadendrene(9)が検出された．また，

オキシドとして1,8-cineole(4)およびケトン

はpiperitone(7)が検出された．

Fig.7はテイートウリーＭａﾉﾋ2ノゼｕａ２ａ/Z石ｍｉＭａ

のGC-MSクロマトグラムを示した．この結

果よりモノテルペン炭化水素類はa-pinene

(1)，sabinene(2)，ｃｙｍｅｎｅ(3),モノテルペ

ンアルコール類はterpinen-4-ol(5)，dihydro
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Fig.７.ティートウリーノM復ﾉﾋｦﾉezﾉｃＺ７ａ"石"7"肌?のＧＣ－ＭＳクロマトグラム

〔o-pinene(1),sabinene(2),cymene(3),1,8-cineole(4)，terpinen-4-ol(5),dihydrocarveol(6)，piperitone
(7),o-ylangene(8),andaromadendrene(9).〕

４４ 



アロマテラピーに関する研究第一報慣用精油10種類の成分と作用に関する知見

Ｔａｂｌｅ７は精油テイートウリー/VごLahJcz？

a/だ、i/bz虚含まれる主な化合物についてまと

めて示した．この結果より主成分はterpinen-

4-o１８７．５２％，１，８－ｃｉｎｅｏｌｅ５､８７％，ｃｙｍｅｎｅ 

3.29％であり，他にdihydrocarveoll､44%，

ｐｉｐｅｒｉｔｏｎｅＯ､８３％，ａ－ｐｉｎｅｎｅＯ､３６％， 

aromadendreneO､３３％，ａ－ｙｌａｎｇｅｎｅＯ､２１％ 

およびsabineneO､15％が検出された．

､〃ｎｏ夕〃口

a-pinene(1) 

sabinene(2) 

cymene(3) 

1,8-cineole(4) 

telpinen-4-ol(5) 

dihydrocarveol(6) 

piperitone(7) 

ol-ylangene(8) 

aromadendrene(9) 

４．６ 

５．６８ 

７．０７ 

7.28 

12.78 

13.37 

15.8 

20.28 

23.42 

５．７６ 

７．０２ 

８．５１ 

8.74 

1478 

15.42 

18.04 

23.05 

26.13 

５．８５ 

６９１ 

８．５９ 

8.76 

14.66 

15.45 

17.95 

23.43 

26.27 

0３６ 

０．１５ 

３．２９ 

5.87 

87.52 

１．４４ 

０．８３ 

０．２１ 

０．３３ 

Table､7.精油テイートウリー』んﾉﾋｮﾉ色zﾉｃﾋﾞｦｮﾉＹｐｍ/7Ｍ?のＧＣ－ＭＳによる主要成分の
含有率（％）＝（化合物のピーク面積）／（化合物のピーク総面積）×100
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Fig.8はペパーミントＭどｍｈａｐＺｐｅｍＺ２の

GC-MSクロマトグラムを示した．この結果

よりモノテルペン炭化水素類はa-pinene

(1)，sabinene(2)，limonene(3),モノテルペ

ンアルコール類はlinalool(4),neoXso-

isopulegol(6)，menthol(7)であり，セスキ

テルペンはβ-caryophyllene（11)が検出され

た．また，ケトン類はj9o-menthone(5)，

carvotanacetone(8),piperitone(9)およびエ

ステルはmenthylacetate(10)が検出された．

I蕊TI麗図鱈…｡… 、､陸00ｍⅡ亟口回堅函＋
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Ⅲ)1柳"Ⅲ1卿“Ⅲ噸Ⅲ!'鞭`''１鰍`'迩翻“Ｍ１鋼”釦鯛

四四已両、■、、■、■Ｇ価価炉

Fig.８.ペパーミンＭ'BmMmapわeﾉﾌﾞｶﾞｮのＧＣ－ＭＳクロマトグラム

〔q-pinene(1),sabinene(2),limonene(3),IinalooI(4)，ﾉso-menthone(5),〃eoﾉ“-isopulegoI(6),menthol(7)，
carvotanacetone(8),piperitone(9),menthyIacetate(10),ａｎｄβ-caryophylIene(11).〕
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Ｔａｂｌｅ８は精油ペパーミント/Vmtha

pjipeE/ZZ2含まれる主な化合物についてまとめ

て示した．この結果より主成分はmenthol

４９．９１％，ｊｓｏ－ｍｅｎｔｈｏｎｅ２６､３２％，neoIso-

isopulego１８．７５％，ｍｅｎｔｈｙｌａｃｅｔａｔｅ６､０３％， 

limonene469％であり，他にcarvotanacetone

１．８１％，ｐｉｐｅｒｉｔｏｎｅＯ､７９％，ａ－ｐｉｎｅｎｅ 

Ｏ､47％，sabineneO45％，β-caryophyllene 

O､41％およびlinaloolO､36％が検出された．

DＩＤｅｌｍｎＯ 

a-pinene(1) 

sabinene(2) 

limonene(3) 

linalool(4) 

zso-menthone(5) 

"eojlo-isopulegol(6) 

menthol(7) 

carvotanacetone(8) 

piperitone(9) 

menthylacetate(10） 

４６ 

５．６８ 

７．１７ 

9.63 

11.77 

12.12 

12.67 

１５．１ 

１５．７５ 

１７．３５ 

５．７５ 

７．０２ 

8.75 

11.32 

13.96 

14.35 

14.96 

17.60 

18.30 

2000 

５．６２ 

６．９１ 

８．６９ 

１１．３２ 

１３．９９ 

１４．３８ 

１５．１１ 

１７.72 

17.95 

19.93 

７
５
９
６
２
５
１
１
９
３
 

４
４
６
３
３
７
９
８
７
０
 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 

０
０
４
０
６
８
９
１
０
６
 

２
４
 

８－carvorl ､_と

Table､8.精油ペパーミンＭ化､ｿｽapjDem29のGC-MSによる主要成分
含有率（％）＝（化合物のピーク面積）／（化合物のピーク総面積）×100
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roseoxide(3)，ケトン類はjso-menthone(4)，

mem-cresolacetate(5)およびエステル類は

citronellylformate(8)，geranylformate(9)， 

cｉｔｒｏｎｅｌｌｙｌａｃｅｔａｔｅ（１０)，citornellyl 

butanoate（14)，geranyltiglate（15)が検出

された．

Fig.9はゼラニウムP巴LaJgpnmmg頑ＶＳＯ/、ｓ

のGC-MSクロマトグラムを示した．この結果

よりモノテルペンアルコール類はlinalool(1)，

citronellol(6)，geraniol(7)，セスキテルペン

類はβ-bourbonene（11)，β-caryophyllene

(12)，aromadendrene（13)が検出された．ま

た，オキシド類はcis-roseoxide(2)，伽ns‐

I:i:EW;:､堕麺.。… UdDDD錨tIqDm亟画⑧:ＥＩ＋
⑥ 

0476 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

ｍｄＯｑＥ 

四④⑪

196UG87■ 

Ｓｃ、２００４ＣＯＧＯＯ８００１０００１ZDO１４００１６００OBS｡２回go２２０，
‘１Ｉ１ＩＩ１１１１１１１ｌｌＩｏｏｏ１Ｉ１１ｉｌＩ，ＩＢｏ１ｕ１Ｉ１１１ｉｌＩＤｏ１００１１０ＩＩｏｌ０，０ＩｏＯＯＯＯ１１０１Ｉｏ１００００ＵＯｌＩｏＯＩＯＩＩ１１０１０００００１１１１ 

８ｍｍ．６１０１６２０麹３０露４０“

Fig.９.ゼラニウムＰＰ/白ﾉigDﾉﾌﾉ["7787曰しeo/臼ﾉﾇsのＧＣ－ＭＳクロマトグラム
〔IinalooI(1),cAs-roseoxide(2),1ｹzﾖﾉﾇs-roseoxide(3),ﾉぢD-menthone(4),ﾉﾌﾌe垣-cresoIacetate(5),citroneIIoI(6)，

geraniol(7),citronellylformate(8),geranyIformate(9),citronellylacetate（10)，β-bourbonene（11)，β 

-caryophyllene(12),aromadendrene(13),citornellylbutanoate(14),andgeranyItiglate(15).〕

４８ 
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Ｔａｂｌｅ９は精油ゼラニウムルLaIigDnmmbutanoate1.01％，geranyltigl〔

9通vSo/巴ns含まれる主な化合物についてま‐caryophylleneO､99％，citron

とめて示した．この結果より主成分は0.47％およびmms-roseoxideO

citronello145.67％，citronellylformateれた．揮発』性モノテルペンで

19.97％，linaloo18.13％，geranio17.01％，(1)がカラムから最初に流出すji

meZia-cresolacetate5､18％，aromadendreneル類であるcitronellol(6)とger〔

5.05％であり，他にはLso-menthone1.80％，ラニウムに特有の匂いの原因でl

geranylformate1.77％，cis-roseoxide２種類のroseoxide（2及び3）可

1.32％，β-bourbonene1.09％，citornellyl活性化されていると考えられる．

butanoate1.01％，geranyltiglate1.00％，β 

-ｃａｒｙｏｐｈｙｌｌｅｎｅＯ､９９％，citronellylacetate 

O､47％およびmms-roseoxideO,46％が検出さ

れた．揮発』性モノテルペンであるlinanool

(1)がカラムから最初に流出する．アルコー

ル類であるcitronellol(6)とgeraniol(7)がゼ

ラニウムに特有の匂いの原因であり，それが

2種類のroseoxide（2及び3）で強調され，

精油ゼラニウムルlbz卿"i""wvzpe山"sの成分Table，． 

--地

linalool(1) 

cJs-roseoxide（２） 

伽"s-roseoxide(3)

Jso-menthonel(4) 

mem-cresolacetate(5) 

citronellol(6) 

geraniol(7) 

citronellylfbnnate(8) 

geranylfbnnate(9) 

citronellylacetate(10） 

β-bourbonene(11） 

β‐caryophyllene(12） 

aromadendrene(13） 

citornellylbutanoate(14） 

9.62 

10.00 

10.63 

11.77 

12.10 

1475 

15.72 

16.70 

17.72 

19.93 

21.18 

22.63 

23.58 

27.12 

１１．３２ 

１Ｌ74 

12.40 

13.68 

14.04 

16.91 

17.96 

19.01 

20.10 

22.45 

23.78 

25.30 

26.30 

29.98 

11.32 

11.77 

12.45 

13.55 

13.99 

16.80 

17.95 

18.92 

20.11 

22.40 

24.05 

25.36 

26.27 

30.05 

３
２
６
０
８
７
１
７
７
７
９
９
５
１
 

１
３
４
８
１
６
０
９
７
４
０
９
０
０
 

●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
 

８
１
０
１
５
５
７
９
１
０
１
０
５
１
 

４
１
 

geranyltiglate (15） 33.57３６．５６ 39.59 1.00 

TabIe､9.精油ゼラニウムP色ﾊﾞﾖﾉigmﾉﾋｲ、gｱﾖﾚＤＣ/色′nsのＧＣ－ＭＳによる主要成分
含有率（％）＝（化合物のピーク面積）／（化合物のピーク総面積）×100
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Fig.10はローズマリーRmmanimLso厳cmaLiS

のGC-MSクロマトグラムを示した．この結

果よりモノテルペン炭化水素類はa-pinene

(1)，sabinene(2)，モノテルペンアルコール

類はlinalool(4)，borneol(6)，terpinen-4-ol

(7)，セスキテルペンはβ-caryophyllene（10）

が検出された．また，オキシドは1,8-cineole

(3)，ケトンはcamphor(5)およびエステルは

bornylacetate(9)が検出された．

ﾛ､､砲口94…唾埋P8EI＋

⑩ 

麺』Ｂ

｣iLI． 
1⑧の｡

1澗日F58G

……２６０４００６００８００３０００ 
１００１１，’０ＩＯＯ１Ｉ０ＩＯＯｗ００００ＵＩｌ００１Ｉｌ１００Ｉ１０００Ｉｌｉ０ＩＩ 
Ｏｎｎ．８１０１６、麹

皿⑩UqUUここｴエ■麺ｍｌＰ■、五２画

Fig.１０.ローズマリーノヲＤｓｍａ"nusｏﾉﾘ７℃/､a"ｓのＧＣ－ＭＳクロマトグラム

〔q-pinene(1),sabinene(2),1,8-cineoIe(3),linalooI(4)，camphor(5),bomeoI(6),terpinen-4-oI(7),dihydro
carveoI(8),bornyIacetate(9),ａｎｄβ-caryophylIene(10).〕
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TablelOは精油ローズマリーRQama伽zJs

肋cmaZis含まれる主な化合物についてまと

めて示した．この結果より主成分は1,8-cineole

６２．８２％，ｃａｍｐｈｏｒｌ２､４０％，ｓａｂｉｎｅｎｅ 

805％，a-pinene5､27％であり，他にはβ

-ｃａｒｙｏｐｈｙｌｌｅｎｅ３､５７％，ｂｏｒｎｅｏ１３．３１％， 

bornylacetate1.05％，linaloolO､87％おとび

terpinen-4-o10.76％が検出された．この結果

は1,8-cineoleの含有率が高い典型的精油であ

る．

Table１０．精油ローズマリーRCS"､α伽"ＳｃリグiciMiSの成分
化合物 Rt(、）補正Rt(、)文献Rt(min）含有率(％

a-pinene(1) 

sabinene(2) 

L8-cineole(3) 

linalool(4) 

camphor(5) 

bomeol(6) 

telpmen-4-ol(7) 

dihydrocarveol(8) 

bornylacetate(9) 

４．６０ 

５．６８ 

７．２７ 

9.63 

11.38 

12.38 

12.77 

13.35 

17.07 

５．７５ 

７．０２ 

8.87 

11.32 

13.53 

1464 

15.04 

15.70 

19.7０ 

５．６２ 

６．９１ 

8.76 

11.32 

13.54 

1429 

1466 

15.45 

19.6２ 

５．２７ 

8.05 

62.82 

0.87 

12.40 

３．３１ 

０．７６ 

1.86 

105 

B-carvoDl］ ′’ 

Table､10.精油ローズマリーノヲbsmﾋﾞ3"､L心○ﾉｸﾞﾘｂ"】a"sのＧＣ－ＭＳによる主要成分の
含有率（％）＝（化合物のピーク面積）／（化合物のピーク総面積）×100

５１ 
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ａ－ｐｌｎｅｎｅ 

ｖｉｉｉ）脈nZyhap｣ipe,７，ペパーミン卜：

ｍｅｎｔｈｏｌ，ｊｓｏ－ｍｅｎｔｈｏｎｅ，neoiso-

isopulegol，menthylacetate，ｌｉｍｏｎｅｎｅ 

ｉｘ）化LalzgDnJumgrz2vBo/巴nsゼラニウム：

citronellol，ｃｉｔｒｏｎｅｌｌｙｌｆｏｒｍａｔｅ， 

１inanool，geraniol，おo-menthone

x）RQsma血ｚＬｓｏﾉｶﾞcma比ローズマリー：

1,8-cineole,camphor,sabinene，a-pinene 

４．要約および考察

慣用10種類の精油をGC-MSを用いて分析

を行った．本研究の結果では，大部分の精油

はモノテルペン類，セスキテルペン類が多く

含まれていることが分かった．また，エステ

ル類，ケトン類およびオキシド類などが検出

された．以下各精油の検出された主成分につ

いてまとめて示した． 本研究の結果では，モノテルペン炭化水素

類のlimoneneは柑橘類のレモン，スイトー

オレンジおよびジュニパーの精油から多く検

出された．またa-pineneはジュニパーの精

油から多く検出された．

モノテルペンアルコール類のgeraniolはラ

ベンダー，ゼラニウムおよびイランイランの

精油に多く検出された．linaloolはラベンダ

ー，イランイランおよびゼラニウムの精油か

らcamphor,citlonellol,mentholおよびterpmen-

4-olもそれぞれの精油から検出された．

セスキテルペン類のfarnesene，β-caryo

phylleneはイランイランおよびラベンダーの

精油から多く検出された．

オキシド類の1,8-cineoleはユーカリ，ロー

ズマリーおよびティートゥリーの精油から多

く検出された．また，エステル類として

benzylbenzoate,benzylacetateおよびgeranyl

acetateなどが多く検出された．

これらの結果より，モノテルペンとセスキ

テルペンは精油の主成分であることを確認し

た．また，セスキテルペンは精油中に含まれ

る存在量はモノテルペンと比較すると，モノ

テルペンの1/3であることも確認した．

テルペンの抗菌活`性はよく知られている

ｉ）QmangZ2odb,ｚ２虚イランイラン：(ＥＥ)‐

a-farnesene，amorpha-4,7-diene，β 

-caryophyllene,linalooLbenzyl 

benzoate，geranylacetate，methyl 

benzoate 

ii）CyZmsZimonレモン：limonene,sabinene，

γ-terpinene，citral 

iii）Ｃ/hrzJssinensjsスイトーオレンジ：

１imonene，β-pinene，a-pinene， 

linalool 

iv）EzJcaZyprzJsg/DbzJ/zJsユ_力リ：

1,8-cineole，γ-terpinenol，a-pinene， 

terpinen-4-ol 

v）ノ江口｣ipenLscomz刀zmigジユーニパ：a

-pinene，１imonene，isobornylacetate， 

β‐ｐｉｎｅｎｅ，β-ｃａｒｙｏｐｈｙｌｌｅｎｅ， 

ｓａｂｉｎｅｎｅ，terpinen-4-ol 

vi）LavzmdULa肋cmaZisラベンダー：

geranioL1inalool，（E)-β-farnesene， 

β-caryophyllenQgeranylacetate， 

ｔｅｒｐｉｎｙｌａｃetate 

vii）MaLa上α“ａ"垣ｍＬ/Ｍａティートゥリー：

terpinen-4-ol，１，８－cineole，ｃｙｍｅｎｅ， 

5２ 
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}ま多環式である．その中約30種が知られて

いるcaryophyllane誘導体の中でもっとも重

要なものはcaryophylleneである．近年では，

JUrglo)らはβ_caryophylleneが選択的にカン

ナビノイドCB2受容体と結合してマウスで大

麻類似性抗炎症作用を示した．この研究によ

り，痛みや炎症，アテローム性動脈硬化症，

骨粗しよう症などの治療にこの成分を利用

できることがほぼ実証された．

オキシド類の1,8-cineoleを特に含有するユ

ーカリ，ローズマリー，ティートゥリーは新

鮮な樟脳のようなにおいで，スパイシーでク

ールな味である．1,8-cineoleは炎症や痛みを

軽減することが明らかになり'1)，また，

Moteki12)らは生体外で白血病細胞を破壊しう

ることも発見した，特徴ある物質として注目

したい．

精油の化学成分は自己防衛手段の一つとし

て植物が備えていると考えられている．化合

物の構造と抗菌作用の関係を究明するために

は,今後,古くから香水などに利用される花，

木材，樹脂から抽出された精油を用いて，化

学組成や生理活性など調べるが必要があると

考えられる．

が，その他に抗真菌活性や抗ウイルス活`性に

ついても報告されている．Cobb3)らは1968

年にボンデローサマツ木部に含まれるオレオ

レジン中の化合物について，青変菌に対する

抗菌活`性を調べた．Karr4)らはlimoneneのチ

ャバネゴキブリ，イエバエ，ココクゾウ，ヒゲ

ナガハムシに対する作用を経皮,薫蒸，経口，

忌避,残効,殺卵,殺幼虫性の生物検定法で検

討した結果，リモネンの殺虫作用を認めた．

モノテルペンであるa-pineneやβ-pinene

は古くからこれらの化合物が抗菌活性を持つ

ことがよく知られている．しかし，最近，

Koide5)らは植物が自己防衛以外の目的でこ

れらの化合物を利用している可能性を示唆す

る報告を行った．Citralや1inaloolはハーブの

他に柑橘類の果皮などに多く含まれる化合物

であり，その抗カビ作用についても様々な菌

について研究されている．Gochou6)はcitral

とlinaloolが気相処理でASpe'igiZ/zLsnjm；

Ｐｅｎ/c〃/ｊｚＪｍｃｉｒｒｍｕｍ，Ｍ:yrorhecium

v巴、'α、ﾋﾖに対して抗カビ作用があることを

報告した.また,Pattnaik7)らはcitral,geranioL

linaloolを多く含むハーブの精油について，

18種の細菌，１２種のカビを用いて，その抗

菌活性を調べた結果，citralとgeraniolが広範

な微生物に対して抗菌活』性を持つことが示さ

れた．さらにテルペン類には抗炎症作用や

抗腫瘍作用，抗酸化作用，殺虫作用や昆虫忌

避作用を持つ化合物も存在している8)．テル

ペン類には人間に対する作用については，痙

蟻作用や抗不整脈作用，鎮痛作用，麻酔作用，

鎮静･催眠･抗不安作用などが知られている9)．

セスキテルペンはモノテルペン同様に植物

の精油中に含まれ，アロマテラピーでは特に

重要な物質である．大部分のセスキテルペン
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御助言御指導を戴きました茨城大学準教授長

谷川守文博士に衷心より感謝致します．
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